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西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています
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　これまで日本国民が
希求してきた民主主義
による社会は、戦後、
GHQ の草稿をもとに
形づくられました。
　日本国憲法の前文に
は、リンカーンが南北戦争のさなかに演説し
た有名な一節も、ほぼそのままの趣旨で受け
継がれています。310 万人ともいわれる戦死
者の尊い代償として得られた新憲法は、国民
との新たな契約として、令和の時代にも継承
していく普遍的価値を有しています。
　本書は、高校生向けの特別講義をベースに、
敗戦への坂道を下った近現代の歴史的教訓か
ら、今後、私たち主権者が重大な岐路に立つ
ような場合、安易に戦争への道を選択しない
ための主体的な考え方が述べられています。

八女市立図書館係長　大島　真一郎

それでも、日本人は
「戦争」を選んだ
加藤 陽子 / 著
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2010 年 新潮社
第 9 回 小林秀雄賞受賞

■おりなす八女　☎ 0943-22-5332
● 9 月 1 日　16:00 開演
　おりなす八女室内合奏団 2019
● 9 月 29 日
　① 10:30 〜　② 13:00 〜　③ 15:30 〜
　映画上映会「あの日のオルガン」
● 10 月 20 日　15:00 開演
　プラハ・チェロ・カルテット
● 10 月 24 日　19:00 開演
　前川清ファミリーコンサート
　　　　　
■九州芸文館　☎ 0942-52-6435
●～9月23日（祝）※9月2日、9日、17日は休館日
　「奇才 ダリの版画展」
●～9月8日（日）※9月2日休館日
　「船小屋今昔物語」
●9月７日、14日、21日、28日　毎週土曜
　「芸文LIVE」 18:30〜19:30
●9月7日（土）～9月8日（日）
　「第2回筑後七国和菓子博」＆「映画ショートショート」
●9月21日（土）～9月23日（祝）
　「くすのもりアート展」（仮称）

■筑後市立図書館　☎ 0942-51-7200
● 9 月 16 日～ 30 日　蔵書点検のため休館
● 9 月 7 日 ･14 日　おはなし会

■ひろかわ町立図書館　☎ 0943-32-1163
● 9 月 3 日　14:00 〜　読書への階段
● 9 月 14 日 13:30 　
　中 ･ 高 ･ 短大生バトラーによるビブリオバトル
● 9 月 7 日 ･15 日　11:00 〜　お話会

■九州国立博物館　☎ 050-5542-8600
　　　　　　　　　　（NTT ハローダイヤル）

●更紗　生命の花咲く布　〜 10 月 20 日
●文化財よ、永遠に　9 月 10 日〜 11 月 4 日
●特別展  三国志　10 月 1 日〜 1 月 5 日

関羽・張飛像　張玉亭作   清時代・19 世紀   天津博物館

　曹操墓の出土品、海外初公開。
　英雄たちの息吹き伝えるリアル三国志の世
界へ。

◆イベント案内　９月～ 10 月前半◆

プラザホテルアベニューの花壇作り
　　　　　　　　　　　　　　　八女農業校高等学校

　八女市土橋四ツ角にあるプラザホテルアベニューの花壇をご存
知ですか？この花壇は本校生活科学科３年生が生物活用の授業で
作成しています。自分たちで種を播き、大切に育てた苗を植えて
います。一昨年春ホテルから花壇制作の依頼を受け、２年目を迎
えます。最初、生徒たちは校外実習に出るため、挨拶する声にも
緊張が見られましたが、地域の方々に「きれいだね」、「お疲れさ
ま」という声をかけていただき達成感や充実感を味わっています。
バス停を利用する方や、通行される方などに大変喜んでもらって
います。４月にサルビア、ペチュニア、コリウスなどを植え、今
は草花を楽しんでもらっています。11 月には、冬・春の草花を
植えます。今までとは違う花壇の姿を楽しみにしてください。

9 月のみらい館営業日   毎週火・金曜     10時30分〜12時30分
　　　　　　 3日、6日、10日、13日、17日、20日、24日、27日


